
ワタキューセイモア八戸工場　完成
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　今回の建設地八戸は、年前の震災時に津波の被害があ
りました。地域的に再度災害を受ける可能性があります。
このような条件下で如何に生産を継続させることが出来る
かを大きな課題とし今回の設計に取り組みました。計画に
おいてこの水害に対しての対応として、建物の床を高くす
ることにより被害を最小限に抑えるため、場内の地盤レベ
ルを道路面より㎝高くし、さらに１階床レベルを㎝
高くし、合計で２ｍの高さを確保しました。排水処理の機
器類も道路面より２ｍ以上の高さに設置し、特に水に弱い
キュービクルに関しては２階とし、さらに塩害影響を考慮
し海側は避けて西側に設置しています。

　建物南側にホテルリネン洗濯エリア、北側に病院寝具洗
濯エリアを配置し、大きく二つのゾーンに分けています。
入庫から出庫までの動線は２階を経由したＵの字型とし一
方通行で単純化されています。寒冷地対策とし、入荷出荷
のトラックヤードは屋内型としました。
　熱に対する場内環境向上のため、ロールエリア上部には
３層に渡る吹き抜けを配置し上部方向に熱を逃がします。
熱の出る乾燥室は２階に配置し、さらにハイサイドライト
を経由して排熱し熱気対策をとっています。
　省エネ対策としては洗濯排水よりの熱回収を行います
が、新たな省エネシステムとしてコージェネレーション発
電システムを採用しました。ガスエンジンを動力に発電と
排熱利用を行うことにより総合的に省エネ対策を行いま
す。またこのシステムは商用電源停電時に強力なバックア
ップ電源となり、災害時でも一部機器での生産を継続する
ことができます。

　古久根建設株式会社　設計部　清水貞博

■工　事　名　称：ワタキューセイモア株式会社　八戸工場新築工事
■工　事　場　所：青森県八戸市大字河原木字浜名谷地－、字海岸４－
■建　築　主：ワタキューセイモア株式会社東北支店
■設計・監理：古久根建設株式会社一級建築士事務所
■施　　　工：古久根建設株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構造・階数：Ｓ造２階建て
■工　　　期：年５月～年７月

エントランスホール 病院寝具・布団洗濯場
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ホテルダーティーバッグエリア

　青森県八戸市に建設を進めてまいりましたワタ
キューセイモア株式会社八戸工場が完成し、無事
竣工を迎える運びとなりました。
　これもひとえに関係各位のご指導とご鞭撻を賜
り心よりお礼申し上げます。
　また工事期間中、ご理解とご協力をいただきま
した近隣の皆様をはじめ、設計・施工・監理を担
当された古久根建設株式会社様のご協力とご尽力
に対しましても深く感謝申し上げます。
　弊社は明治５年より続いた製綿業の枠を超え
て、昭和年以来医療・福祉施設に特化したリネ
ンサプライ業などを中心とした医療関連事業の基
盤を支える地道な活動を進め、今日に至っており
ます。

　新工場は、昭和年以来年稼働してきた前工
場の老朽化と生産体制を鑑みて建築に至りまし
た。青森県はもとより岩手県のお客様によりきめ
細やかなサービスを提供する北東北地域の新たな
拠点として邁進する所存です。
　また同建物内でグループ企業である綿久リネン
株式会社の仕事も行うなどワタキューグループの
思いが一丸となった工場でもあります。
　工場の運営にあたりましては、地元の高校生を
はじめ近隣地域の方々を社員として採用し、「お
客様・社員・地域の皆様」が満足いただける「三
方良し」のサービス提供を目指して参ります。
　弊社は現在グループ全体で約９万人を超え
る規模となり、社会的にも大きな責任を担う企業
グループに発展いたしました。
　新工場の完成を機に、支えてくださいました皆
様への感謝を忘れず、これからも企業活動を通じ
て、医療・福祉・健康分野を総合力でサポートさ
せて頂くと同時に、経営ビジョンである【豊かな
暮らしと共に「生きる」を支える】を実現すべく
努力していく所存です。
　今後とも関係各位のご指導ご鞭撻をお願いいた
しましてごあいさつとさせていただきます。


